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プランの具体的な内容
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だい しょう
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１. プランに込めた基本的な考え方

みんな「こまき市民」、
　　　助けあって笑顔で暮らせるまち

こ

し　 みん

たす え　 がお く

き　　ほん　 てき かんが　　　　 かた

２.市民一人ひとりができることからはじめよう
し　　みん　 ひと　 り

　このスローガンは、こまき市
し

民
みん

の代
だい

表
ひょう

者
しゃ

が何
なん

度
ど

も話
はな

し合
あ

いをしてつくりました。
　まず私

わたし

たちは「多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

とは、外
がい

国
こく

人
じん

市
し

民
みん

が日
に

本
ほん

国
こく

籍
せき

を取
しゅ

得
とく

することや、外
がい

国
こく

人
じん

市
し

民
みん

が家
か

庭
てい

内
ない

で使
つか

う言
こと

葉
ば

（母
ぼ

語
ご

）や文
ぶん

化
か

（母
ぼ

文
ぶん

化
か

）を失
うしな

って日
に

本
ほん

人
じん

になることとは違
ちが

う」と考
かんが

え
ました。そして「外

がい

国
こく

人
じん

市
し

民
みん

を“お客
きゃく

さん”にしないプランをつくりたい」と考
かんが

えるように
なりました。
　こうした話

はな

し合
あ

いを進
すす

めるなかで、次
つぎ

のことをもとにプランをつくっていくこととしまし
た。

私
わたし

たち「こまき市
し

民
みん

」は、お互
たが

いに
　１. 自

みずか

ら進
すす

んで地
ち

域
いき

社
しゃ

会
かい

へ参
さん

加
か

します （地
ち

域
いき

社
しゃ

会
かい

への参
さん

加
か

促
そく

進
しん

）
　２. 差

さ

別
べつ

することなく 人
じん

権
けん

を尊
そん

重
ちょう

します （個
こ

人
じん

の尊
そん

厳
げん

と基
き

本
ほん

的
てき

人
じん

権
けん

の尊
そん

重
ちょう

）

　「多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

のまち」をめざすためには、毎
まい

日
にち

の生
せい

活
かつ

のなかで、国
こく

籍
せき

・民
みん

族
ぞく

・文
ぶん

化
か

・言
こと

葉
ば

のちがいなどを認
みと

め合
あ

い、お互
たが

いが思
おも

いやり支
ささ

えあう心
こころ

を育
そだ

てていくことが大
たい

切
せつ

です。こう
した心

こころ

を育
そだ

てていくことが、こまき市
し

民
みん

のだれもが自
じ

立
りつ

し、地
ち

域
いき

社
しゃ

会
かい

へ参
さん

加
か

する輪
わ

を広
ひろ

げ、
みんなが笑

え

顔
がお

で暮
く

らせるまちをつくっていくと考
かんが

えます。

　“みんな「こまき市
し

民
みん

」、助
たす

けあって笑
え

顔
がお

で暮
く

らせるまち”を実
じつ

現
げん

するためには、
市
し

民
みん

一
ひと

人
り

ひとりが、お互
たが

いを支
ささ

えあい協
きょう

力
りょく

しながら、身
み

近
ぢか

にできることを、一
ひと

つ
ひとつ行

おこな

っていくことが大
たい

切
せつ

です。課
か

題
だい

はたくさんありますが、特
とく

にこまき市
し

民
みん

にとって大
たい

切
せつ

なことを、まずは５つ取
と

り上
あ

げ、それらを“めざすこと”としました。
　そして、この５つの“めざすこと”のなかで、こまき市

し

民
みん

のだれもが自
みずか

らできることを、
市
し

民
みん

、企
き

業
ぎょう

、行
ぎょう

政
せい

それぞれの立
たち

場
ば

から考
かんが

え、それらを“挑
ちょう

戦
せん

すること”としました。
　なお、“挑

ちょう

戦
せん

すること”については、こまき市
し

民
みん

が多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

を具
ぐ

体
たい

的
てき

に推
すい

進
しん

していくため、
“実
じっ

行
こう

する人
ひと

”も明
あき

らかにし、基
き

本
ほん

的
てき

でわかりやすい内
ない

容
よう

にしました。
　こうしてまとめたものが、次

つぎ

のページの体
たい

系
けい

図
ず

になります。
　この５年

ねん

間
かん

で基
き

本
ほん

的
てき

な内
ない

容
よう

を実
じっ

践
せん

することによって、課
か

題
だい

を解
かい

決
けつ

しながら、市
し

民
みん

一
ひと

人
り

ひと
りの交

こう

流
りゅう

の輪
わ

を広
ひろ

げていき、多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

の土
ど

台
だい

をつくっていきます。
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みんな「こまき市民」、助けあって笑顔で暮らせるまち

私たち「こまき市民」は、お互いに

自ら進んで
地域社会へ参加します
（地域社会への参加促進）

差別することなく
人権を尊重します

（個人の尊厳と基本的人権の尊重）

めざすこと
（基本目標）

めざすこと①
一人ひとりの
防災対策が
100点のまち
にします

めざすこと②
自治会の活動
への参加を増
やします

めざすこと③
正しいごみの
出し方を知り、
ごみの減量を
めざします

めざすこと④
子どもたちの
「多文化共生」
を応援します

めざすこと⑤
国籍・民族・
文化・言葉な
どお互いの
「ちがい」を学
びます

できることからはじめます

７～８ページ

挑戦すること 挑戦すること 挑戦すること 挑戦すること 挑戦すること

10～ 11ページ 13～ 14ページ 16～ 17ページ 19～ 21ページ

市 民 企 業 行 政

し　 みん たす え　 がお く

わたし たがし　 みん

みずか すす

ち　いき　しゃ　かい さん　か

ち　いき　しゃ　かい さん　か そく　しん

さ　べつ

じん　けん

こ　じん そん　げん き　ほん　てき　じん　けん そん　ちょう

そん　ちょう

き　ほん　もく　ひょう

ひ と り

ぼう　さい　たい　さく

てん

じ　 ち　かい かつ　どう

さん　か ふ

ただ

だ かた し

げん　りょう

こ

た　ぶん　 か　きょう　せい

おう　えん

こく　せき みん　ぞく

ぶん　か こと　ば

たが

まな

ちょうせん ちょうせん ちょうせん ちょうせん ちょうせん

し　 みん き　 ぎょう ぎょう　せい

スローガン

３. プランの体系図
「できることからはじめよう」編（2011～ 2015年度）

たい　 けい　　ず

ねん　どへん




